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大
阪
府
内
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
識
字
学
級
」「
日
本
語

読
み
書
き
教
室
」「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
」
等
の
実
態

を
把
握
す
る
た
め
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
が
各
教
室
の
協
力
を
得

て
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
識

字
学
級
等
調
査
」
結
果
の
概
要
は
本
紀
要
の
二
〇
〇
四
年
八
月
号

で
「
大
阪
府
の
識
字
・
日
本
語
教
室
の
現
状
と
課
題
」
と
し
て
報

告
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
現
場
に
お
け
る
学
習
状
況
に
つ
い

て
、
先
述
の
調
査
と
同
時
に
実
施
し
た
「『
教
材
』
に
つ
い
て
の

聞
き
取
り
調
査
」
結
果
も
包
括
し
て
報
告
す
る
と
と
も
に
今
後
の

課
題
を
考
察
す
る
。

一　

識
字
・
日
本
語
教
室
の
学
習
形
態
と
主
な
特
徴

　

全
体
的
に
最
も
多
い
の
は
一
対
一
の
個
別
学
習
で
、
学
習
者
と

支
援
者（
講
師
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
参
加
状
況
に
応
じ
て
、一
部
が

支
援
者
（
講
師
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
一
人
に
つ
き
学
習
者
二
、
三

人
の
共
同
学
習
に
な
る
形
態
で
あ
る
（
表

）。
同
和
地
区
の
識

字
学
級
が
九
割
を
占
め
る
識
字
教
室
や
識
字
学
級
か
ら
発
展
し
た

識
＋
日
教
室
の
多
く
が
、
全
体
学
習
（
ビ
デ
オ
教
材
等
に
よ
る
人

権
学
習
、
簡
単
な
手
芸
・
工
作
等
の
創
作
活
動
、
健
康
増
進
や
時
事
問

題
な
ど
日
常
生
活
に
役
立
つ
学
習
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
や
年
賀
状
作
り
、

同
和
地
区
の
文
化
祭
発
表
準
備
な
ど
）
を
定
期
的
／
随
時
／
毎
回
組

み
入
れ
て
い
る
。
多
民
族
・
多
文
化
共
生
理
念
に
基
づ
い
た
識
＋

日
教
室
、
識
字
学
級
か
ら
独
立
し
た
日
本
語
教
室
の
な
か
に
は
、

参
加
者
の
一
体
感
を
図
る
た
め
に
全
員
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
料
理

作
り
な
ど
互
い
の
文
化
理
解
を
深
め
る
た
め
の
全
体
学
習
的
活
動

を
取
り
入
れ
て
い
る
所
も
あ
る
。他
の
多
く
の
日
本
語
教
室
で
は
、

同
様
の
活
動
を
一
斉
学
習
／
学
習
外
行
事
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
よ
う
だ
。

　

グ
ル
ー
プ
学
習
に
は
個
別
指
導
型
と
一
斉
授
業
型
が
あ
り
、
一

人
の
支
援
者
（
講
師
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
四
、
五
人
の
学
習
者

を
個
別
指
導
し
て
い
る
教
室
が
多
い
。
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一
斉
授
業
形
式
の
日
本
語
教
室
は
有
資
格
日

本
語
教
師
に
よ
る
レ
ベ
ル
別
指
導
が
多
く
、
入

門
・
初
級
段
階
の
学
習
者
の
場
合
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
一
対
一
の
学
習
よ
り
効
率
的
に
日
本

語
の
基
礎
を
習
得
す
る
よ
う
で
あ
る
。
識
字
教

室
で
は
一
斉
授
業
形
式
は
少
な
い
が
、
学
習
者

の
ニ
ー
ズ
を
熟
知
し
た
講
師
（
陣
）
に
よ
る
入

念
な
教
材
作
り
や
巧
み
な
指
導
法
で
、
学
習
者

の
出
席
率
も
高
く
、
あ
た
た
か
味
の
あ
る
授
業

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
分
類
し
た
識
字
教
室
は
、
基
本
的

な
読
み
書
き
学
習
か
ら
特
定
分
野
の
学
習
（
習

字
五
件
、
人
権
学
習
、
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
、

創
作
活
動
、
上
記
の
複
合
型
が
各
一
件
あ
り
、
形

態
も
様
々
）
に
移
行
し
た
所
で
あ
る
。
識
＋
日

教
室
で
は
学
習
者
（
外
国
出
身
者
も
含
む
）・
支

援
者
全
員
で
の
共
同
学
習
、
韓
国
・
朝
鮮
人
一

世
の
た
め
の
母
語
と
日
本
語
の
複
合
型
学
習
、

日
本
語
と
多
文
化
・
多
言
語
交
流
活
動
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
形
態
が
あ
り
、
日
本
語
教
室
で
は
日

本
語
と
英
語
、
中
国
出
身
者
へ
の
一
斉
授
業
と

そ
の
他
の
人
々
へ
の
個
別
指
導
、
大
人
の
日
本

語
学
習
と
子
ど
も
の
学
校
の
補
習
と
母
語
学
習
、
学
習
外
活
動
の

み
等
、
多
様
化
し
て
い
る
。

二　

学
習
内
容
と
教
材

識
字
学
習
の
場
合

　

識
字
教
室
で
は
漢
字
を
中
心
と
し
た
読
み
書
き
学
習
が
過
半
数

を
占
め
、
習
字
（
毛
筆
・
硬
筆
）、
パ
ソ
コ
ン
／
ワ
ー
プ
ロ
学
習

と
活
用
、
作
文
・
手
紙
・
日
記
・
俳
句
等
の
創
作
的
学
習
、
算
数

（
計
算
）
の
順
に
多
か
っ
た
。
読
み
書
き
学
習
用
に
は
市
販
の
小

学
生
用
教
材
（
漢
字
ド
リ
ル
な
ど
）
と
講
師
の
自
主
作
成
教
材
が

大
半
で
あ
っ
た
が
、
小
学
校
の
国
語
教
科
書
や
人
権
学
習
用
教
材

『
に
ん
げ
ん
』、
相
田
み
つ
を
著
『
に
ん
げ
ん
だ
も
の
』、
新
聞
の

切
り
抜
き
、
解
放
新
聞
、
学
級
通
信
な
ど
も
活
用
さ
れ
て
い
た
。

習
字
は
市
販
の
実
用
書
道
教
材
の
ほ
か
、
習
字
中
心
の
五
教
室
で

は
講
師
が
手
書
き
し
た
手
本
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ワ
ー
プ
ロ
学

習
者
も
わ
ず
か
に
い
る
が
今
や
パ
ソ
コ
ン
学
習
が
主
流
と
な
り
、

基
本
的
な
操
作
方
法
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
日

記
を
書
く
、
絵
本
の
書
き
写
し
、
地
域
の
伝
承
料
理
本
の
制
作
、

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
で
の
年
賀
状
や
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
な
ど
多
彩
で

あ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
学
習
熱
の
高
ま
り
と
と
も
に
ロ
ー
マ
字
学
習

表 　学習形態
対 ＋全体学習 対 ／ ・ 人学習 グループ学習 一斉学習 その他

識　字
識＋日
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者
も
増
え
て
い
る
。
近
年
、
バ
イ
ク
・
自
動
車
免
許
取
得
を
目
指

す
学
習
者
は
減
少
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

識
＋
日
教
室
で
は
、
漢
字
を
中
心
と
し
た
読
み
書
き
学
習
が
大

半
で
、市
販
の
小
学
生
用
教
材
や
講
師
の
自
主
作
成
教
材
の
ほ
か
、

新
聞
の
切
り
抜
き
、小
・
中
学
校
の
国
語
教
科
書
、小
学
生
新
聞
、

童
話
、
随
筆
、
詩
集
が
活
用
さ
れ
て
い
た
。
作
文
（
自
分
史
や
生

い
立
ち
）を
書
い
た
り
、
年
賀
状
を
手
書
き
す
る
学
習
者
に
比
べ
、

習
字
や
パ
ソ
コ
ン
／
ワ
ー
プ
ロ
学
習
者
は
非
常
に
少
な
い
。

日
本
語
学
習
の
場
合

　

日
本
語
学
習
用
の
市
販
教
材
は
初
級
か
ら
上
級
レ
ベ
ル
ま
で
多

種
多
様
に
あ
る
が
、
一
斉
授
業
形
式
の
日
本
語
教
室
の
八
割
、
個

別
形
式
の
多
く
の
日
本
語
、
識
＋
日
教
室
で
も
『
み
ん
な
の
日
本

語　

初
級
Ⅰ
・
Ⅱ
』（
ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
中
国
帰
国
者
の
た
め
の
日
本
語
教
室
で
は
『
生
活
日
本

語
Ｉ
・
Ⅱ
』（
文
化
庁
文
化
部
国
語
課
）
が
使
わ
れ
、
中
国
人
学
習

者
が
持
ち
込
む
教
材
で
最
も
多
い
の
が
『
標
準
日
本
語　

初
級

・

』（
光
村
図
書
、
中
日
交
流
、
中
国
中
央
電
子
台
等
）で
あ
る
。

個
別
形
式
の
日
本
語
、
識
＋
日
教
室
で
は
日
本
語
能
力
試
験
（
一

級
〜
四
級
）
対
策
用
教
材
が
『
み
ん
な
の
日
本
語
』
に
次
い
で
多

か
っ
た
。
日
本
語
学
習
者
は
「
読
み
書
き
」
よ
り
「
会
話
」
の
上

達
を
優
先
す
る
傾
向
が
あ
り
、
特
に
教
材
を
用
い
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
一
対
一
で
自
由
会
話
を
す
る
だ
け
の
人
も
多
い
。
学
習
者
が

持
ち
込
む
文
字
媒
体
に
は
、
幼
稚
園
・
小
学
校
の
連
絡
帳
や
通
知

書
類
、
電
気
製
品
の
取
扱
説
明
書
、
バ
イ
ク
・
自
動
車
免
許
取
得

試
験
の
問
題
集
、
病
院
の
案
内
、
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
、
家
庭
料

理
の
レ
シ
ピ
集
、
パ
ソ
コ
ン
用
テ
キ
ス
ト
等
の
ほ
か
、
子
ど
も
の

補
習
教
室
で
は
小
・
中
学
校
や
高
校
の
教
科
書
な
ど
が
あ
っ
た
。

講
師
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
手
持
ち
の
品（
ハ
ン
カ
チ
、
名
刺
、
電
卓
、

雑
誌
）
や
教
室
内
に
あ
る
物
を
活
用
し
た
り
、
入
門
段
階
で
共
通

の
媒
介
語
を
使
え
な
い
場
合
は
身
振
り
手
振
り
を
使
う
こ
と
も
多

い
。

三　

学
習
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
支
援
態
勢
と
教
材

　

識
字
学
習
者
の
「
今
後
学
び
た
い
こ
と
」
第
一
位
が
パ
ソ
コ
ン

と
い
う
結
果
は
、
急
速
に
情
報
化
が
進
む
現
在
で
は
当
然
と
言
え

る
。
し
か
し
、
唯
一
の
専
門
教
室
を
含
め
て
も
、
必
要
な
台
数
を

い
つ
で
も
使
え
る
教
室
は
ま
だ
わ
ず
か
で
、
パ
ソ
コ
ン
指
導
も
で

き
る
講
師
は
少
な
く
、
全
体
学
習
と
し
て
単
発
的
な
Ｉ
Ｔ
講
習
会

や
年
賀
状
作
成
、
講
師
持
ち
込
み
の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
等
で
個

別
学
習
す
る
例
が
多
い
。
他
方
、
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
か
ら
学

び
た
い
、
自
分
の
名
前
・
住
所
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
一

人
で
電
車
・
バ
ス
に
乗
っ
て
外
出
し
た
い
、
市
（
区
）
役
所
で
の



手
続
き
や
病
（
医
）
院
で
病
気
や
薬
の
説
明
が
解
る
よ
う
に
な
り

た
い
、
手
紙
を
書
い
た
り
、
本
や
新
聞
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た

い
人
々
も
ま
だ
存
在
す
る
状
況
で
、
学
習
者
の
要
望
や
進
度
に
合

わ
せ
て
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
教
材
を
作
成
す
る
講
師
も
い
る
が
、

市
販
の
小
学
生
用
漢
字
ド
リ
ル
で
対
応
し
て
い
る
講
師
も
多
い
。

長
い
人
生
経
験
を
積
ん
だ
高
齢
の
学
習
者
に
小
学
生
用
の
教
材
で

は
心
苦
し
い
の
で
、
文
字
と
ふ
り
が
な
を
大
き
く
印
刷
し
た
大
人

用
の
読
み
や
す
い
短
篇
集
や
学
習
者
と
共
に
学
べ
る
教
材
の
作
成

を
望
む
声
や
、
識
字
学
習
の
た
め
の
体
系
的
な
指
導
方
法
や
教
科

書
が
ま
だ
な
い
の
で
開
発
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
も
出
て
い
る
。

同
和
地
区
の
一
部
の
識
字
学
級
で
は
以
前
か
ら
地
区
・
周
辺
地
域

在
住
の
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
一
世
が
共
に
学
ん
で
き
た
し
、
最
近

は
そ
の
他
の
国
・
地
域
出
身
者
も
増
え
て
き
て
い
る
の
に
、
日
本

語
教
授
法
を
ふ
ま
え
て
指
導
で
き
る
講
師
は
非
常
に
少
な
い
。
し

た
が
っ
て
入
門
・
初
級
レ
ベ
ル
の
外
国
出
身
学
習
者
は
非
常
に
少

な
く
、
地
区
・
周
辺
地
域
で
長
期
定
住
す
る
中
・
上
級
レ
ベ
ル
学

習
者
が
比
較
的
多
い
。

　

日
本
語
学
習
者
は
今
後
も
「
会
話
の
上
達
」
が
最
優
先
で
、
語

彙
（
特
に
慣
用
表
現
）
を
増
や
し
、
聴
解
力
を
高
め
正
し
い
発
音

で
話
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
読
み
書
き
に
つ
い

て
は
、
日
本
語
特
有
の
幾
通
り
も
読
み
方
が
あ
る
「
漢
字
」
の
学

習
を
挙
げ
た
人
が
中
国
な
ど
漢
字
圏
出
身
者
も
含
め
て
最
も
多

く
、「
ひ
ら
が
な
」
で
は
長
音
・
拗
音
・
促
音
等
の
表
記
法
や
、

助
詞
の
用
法
な
ど
文
法
的
に
正
し
い
日
本
語
の
習
得
を
望
ん
で
い

る
。『
み
ん
な
の
日
本
語
』
を
は
じ
め
市
販
の
日
本
語
学
習
用
教

材
は
豊
富
で
あ
る
が
、
日
本
語
教
師
が
一
斉
授
業
形
式
で
基
礎
か

ら
積
み
上
げ
て
指
導
す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
が
多
く
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
組
み
合
わ
せ
が
一
定
で
は
な
い
個
別
学
習
の
教
室
で

は
、
も
っ
と
日
常
の
家
庭
・
社
会
生
活
に
密
着
し
た
内
容
（
家
庭

ゴ
ミ
の
出
し
方
、
電
話
の
か
け
方
、
道
の
た
ず
ね
方
、
電
車
・
バ
ス
の

乗
り
方
、
銀
行
や
郵
便
局
の
利
用
方
法
、
病
院
の
受
診
方
法
、
市
役
所

で
の
外
国
人
登
録
や
医
療
保
健
の
手
続
き
、
市
の
広
報
紙
や
回
覧
版
の

見
方
な
ど
）
を
盛
り
込
ん
だ
テ
キ
ス
ト
を
望
む
学
習
者
・
支
援
者

か
ら
の
声
が
多
い
。
在
住
外
国
人
向
け
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
大
阪
府
が
作
成
し
た
『
大
阪
生
活
必
携
』
や
、
大
阪
市
が
作
成

し
た
『
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
オ
オ
サ
カ
』
は
多
言
語
化
さ
れ
て
い
て
、

学
習
者
か
ら
の
要
望
が
多
い
緊
急
事
態
（
火
事
・
急
病
・
犯
罪
等
）

の
対
応
窓
口
や
様
々
な
相
談
窓
口
の
リ
ス
ト
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、支
援
者
が
工
夫
し
て
使
え
ば
格
好
の
教
材
に
な
る
と
思
う
。

大
阪
と
い
う
土
地
柄
も
大
い
に
関
係
が
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
の
会

話
表
現
は
丁
寧
す
ぎ
る
、
教
室
で
講
師
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
話
す

言
葉
は
聞
き
取
れ
る
が
、
教
室
外
で
耳
に
す
る
言
葉
は
聞
き
取
れ

な
い
、
大
阪
弁
に
戸
惑
う
と
い
う
学
習
者
が
多
い
一
方
で
、
職
場

で
の
上
下
関
係
や
取
引
先
と
の
関
係
か
ら
敬
語
・
丁
寧
語
の
習
得
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を
必
要
と
す
る
人
、
女
性
で
は
妊
娠
・
出
産
・
育
児
・
子
ど
も
の

教
育
な
ど
に
関
わ
る
言
葉
や
女
性
語
も
習
い
た
い
人
も
少
な
く
な

い
。
特
に
病
院
や
役
所
等
の
書
類
や
手
続
き
、
子
ど
も
が
通
う
幼

稚
園
・
小
学
校
等
か
ら
の
書
類
へ
の
対
応
に
苦
労
し
て
い
る
人
は

多
い
の
で
、
支
援
者
は
学
習
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。
最
近
氾
濫
し
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
語
に
つ
い

て
は
、
外
来
語
か
和
製
英
語
か
解
ら
ず
困
っ
て
い
る
日
本
人
は
多

い
が
、
英
語
圏
出
身
者
か
ら
「
英
語
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
場

合
に
法
則
は
あ
る
の
か
？
」
と
問
わ
れ
返
答
で
き
な
か
っ
た
支
援

者
も
い
る
。
外
国
語
の
カ
タ
カ
ナ
化
に
つ
い
て
は
カ
タ
カ
ナ
語
の

適
正
な
使
い
方
と
と
も
に
、
今
後
も
国
レ
ベ
ル
で
さ
ら
に
検
討
さ

れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。

四　

多
様
化
す
る
学
習
と
教
室
の
将
来

　

現
在
の
識
字
学
級
で
は
、
日
常
生
活
で
困
る
か
ら
「
読
み
書
き

計
算
」
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
る
人
や
社
会
参
加
す
る
た
め
に
資

格
・
免
許
取
得
が
目
的
で
学
ん
で
い
る
人
よ
り
、
教
室
で
学
ぶ
こ

と
が
生
き
が
い
で
通
う
人
や
基
礎
学
習
を
卒
業
し
て
習
字
、俳
句
、

パ
ソ
コ
ン
、
そ
の
他
創
作
活
動
な
ど
特
化
し
た
分
野
を
生
涯
学
習

的
に
続
け
て
い
る
人
の
ほ
う
が
多
く
、
全
体
的
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
他
方
、
第
一
世
代
が
当
初
の
目
的
を
果
た
し
て
退
い
た

後
、
高
卒
以
上
の
学
歴
を
持
つ
第
二
世
代
の
女
性
た
ち
が
教
室
を

引
き
継
ぎ
、
自
発
的
に
人
権
学
習
や
創
作
活
動
を
し
た
り
、
自
己

啓
発
に
取
り
組
む
教
室
も
あ
る
。
識
字
学
習
は
、
現
職
の
小
・
中

学
校
教
員
が
一
対
一
で
支
援
し
て
い
る
例
が
多
い
が
、
教
員
の
確

保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
か
ら
、
今
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
も
積
極
的
に
考
え
た
り
、
他
の
教
室
の
実
例
も
参
考
に
、
一

斉
授
業
や
グ
ル
ー
プ
で
の
共
同
学
習
な
ど
新
た
な
学
習
形
態
を
模

索
す
る
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

識
字
＋
日
本
語
教
室
で
は
、
今
や
日
本
語
学
習
者
が
圧
倒
的
に

多
い
が
、
同
和
地
区
外
に
も
ま
だ
多
く
存
在
す
る
識
字
学
習
希
望

者
の
重
要
な
受
け
皿
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
、
新
規
の
学
習
者

を
い
つ
で
も
受
け
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
は
、
多
民
族
・
多

文
化
共
生
の
理
念
を
体
現
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。「
識
字
」

と
「
日
本
語
」
と
い
う
異
質
な
よ
う
で
案
外
共
通
項
が
多
い
学
習

を
、
学
習
者
と
支
援
者
が
こ
れ
か
ら
も
模
索
し
な
が
ら
続
け
て
い

け
ば
、
い
ず
れ
「
識
字
・
日
本
語
教
室
」
で
共
通
に
使
え
る
教
科

書
も
作
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室
は
、
学
習
形
態
、
内
容
と
も
に

多
種
多
様
で
、
支
援
者
の
な
か
で
も
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍

が
目
立
つ
。
日
本
語
学
習
だ
け
に
重
点
を
置
く
教
室
、
学
習
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
活
動
を
主
に
し
た
教
室
、
特
定
の
国
の
出
身

者
が
集
っ
て
い
る
教
室
、
周
辺
地
域
と
も
交
流
活
動
を
広
げ
て
い



る
教
室
に
分
か
れ
る
。
今
後
も
多
様
な
学
習
形
態
や
交
流
活
動
が

生
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
地
域
と
学
習
者
が
繋
が
る
よ
う
な
交
流
活

動
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
「
識
字
・
日
本
語
教
室
」
活
動
が
今
後
も
進
化
発
展
す
る
た
め

に
は
、
従
来
か
ら
の
教
室
・
学
習
者
間
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
支

援
者
同
士
も
交
流
し
て
指
導
法
や
教
材
を
学
び
あ
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

注（

）
教
室
の
学
習
目
的
に
よ
り
、「
識
字
教
室
」「
日
本
語
教
室
」「
識

字
＋
日
本
語
（
以
下
、
識
＋
日
で
示
す
）
教
室
」
に
分
類
し
、
調

査
結
果
を
分
析
し
た
。「
識
字
・
日
本
語
教
室
」
は
そ
れ
ら
の
総

称
と
す
る
。

（

）
教
室
で
活
用
さ
れ
て
い
る
教
材
や
今
後
の
学
習
内
容
の
傾
向
を

把
握
し
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
に
よ
る
今
後
の
教
材
開
発
事
業
等

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
各
教
室
の
協
力
を
得
ら
れ
る
範
囲
内
で
、

個
別
学
習
形
式
の
教
室
で
は
二
、
三
組
の
講
師
ま
た
は
（
以
下
／

で
示
す
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
学
習
者
か
ら
「
現
在
学
習
し
て
い
る

教
材
」
と
「
今
後
学
習
し
た
い
内
容
」、
一
斉
授
業
形
式
の
教
室

で
は
担
当
講
師
か
ら
「
現
在
学
習
し
て
い
る
教
材
」
と
「
教
材
に

つ
い
て
の
意
見
や
要
望
」
を
訪
問
調
査
員
が
尋
ね
、
約
九
割
の
識

字
・
日
本
語
教
室
か
ら
何
ら
か
の
回
答
が
あ
っ
た
。

（

）学
習
外
行
事
は
、識
字
教
室
に
比
べ
日
本
語
教
室
で
多
彩
で
あ
る
。

識
＋
日
教
室
は
日
本
語
教
室
よ
り
長
期
定
住
外
国
人
が
多
く
、
地

域
社
会
と
の
交
流
が
や
や
多
い
よ
う
だ
。

（
識
字
教
室
）　

開
／
閉
校
式
、
地
域
の
文
化
祭
で
の
発
表
、
よ
み

か
き
交
流
会
、
府
内
ブ
ロ
ッ
ク
別
交
流
会
、
忘
年
会
／
新
年
会
、

料
理
作
り
、
市
内
社
会
施
設
見
学
、
近
郊
日
帰
り
／
一
泊
旅
行
、

他
学
級
／
地
域
小
・
中
学
生
と
の
交
流
会
な
ど

（
識
＋
日
教
室
）　

忘
年
会
／
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
パ
ー
テ
ィ
（
食
事

会
・
茶
話
会
な
ど
）、
料
理
教
室
、
近
郊
日
帰
り
旅
行
、
府
内
ブ

ロ
ッ
ク
別
交
流
会
／
地
域
の
祭
り
／
文
化
祭
へ
の
参
加
、
地
域

住
民
／
市
内
小
・
中
学
校
／
他
教
室
と
の
交
流
会
な
ど

（
日
本
語
教
室
）　

忘
年
会
／
ク
リ
ス
マ
ス
会
／
春
節
祭
、
お
花
見

な
ど
季
節
の
行
事
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
キ
ャ
ン
プ
、
芋
ほ
り
、
料

理
教
室
、
パ
ー
テ
ィ
（
食
事
会
・
茶
話
会
な
ど
）、
地
域
の
文
化

祭
へ
の
参
加
、
バ
ザ
ー
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、
着
物
体
験
会
、

カ
ラ
オ
ケ
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど




